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海老名秋田県人会・会報

大
曲
の
花
火
で

デ
ィ
ズ
ニ
ー

ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー

【
人
的
被
害
】

県
内
で
は
今
回
の
大
雨
の
影
響
で
１

人
が
亡
く
な
り
、
１
人
が
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
秋
田
市
で
は
、
雨
が
降

り
始
め
た
あ
と
出
か
け
た
ま
ま
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
た
８
６
歳
の
男
性
が
、

２
６
日
、
雄
物
川
の
中
か
ら
遺
体
で
見

つ
か
っ
た
。
警
察
は
、
増
水
し
た
川
に

転
落
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

ま
た
、
湯
沢
市
で
は
２
５
日
、
工
事

現
場
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
作
業
し

て
い
た
６
０
代
の
男
性
が
巻
き
込
ま
れ

て
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
に
か
ほ
市
で
は
川
の
近
く

の
斜
面
が
崩
れ
、
消
防
団
員
の
男
性
が

ケ
ガ
を
し
た
。

【
住
宅
被
害
】

県
に
よ
る
と
、
北
秋
田
市
で
１
棟
が

半
壊
し
１
棟
が
一
部
壊
れ
た
ほ
か
、
県

内
各
地
で
あ
わ
せ
て
１
６
４
棟
が
水
に

浸
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
床
上
浸
水
は
、
由
利
本

荘
市
で
２
９
棟
、
に
か
ほ
市
で
９
棟
、

上
小
阿
仁
村
で
８
棟
、
横
手
市
で
２
棟
、

大
仙
市
と
三
種
町
で
そ
れ
ぞ
れ
１
棟
の

あ
わ
せ
て
５
０
棟
。
ま
た
、
床
下
浸
水

は
、
横
手
市
で
３
２
棟
、
由
利
本
荘
市

で
２
５
棟
、
上
小
阿
仁
村
で
１
６
棟
湯

沢
市
で
１
２
棟
、
に
か
ほ
市
で
１
０
棟
、

北
秋
田
市
で
６
棟
、
三
種
町
で
５
棟
、

美
郷
町
と
羽
後
町
で
そ
れ
ぞ
れ
３
棟
、

大
仙
市
で
２
棟
の
あ
わ
せ
て
１
１
４
棟

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
横
手
市
、
由
利
本
荘
市
、
北

秋
田
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
高
齢
者
施
設
が

水
に
浸
か
っ
た
。

■

全
国
花
火
競
技
大
会
「
大
曲
の
花
火
」

が
８
月
３
１
日
、
大
仙
市
大
曲
船
場
町
の

花
火
公
園
で
開
か
れ
、
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ロ
ー
ン
シ

ョ
ー
」
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
マ
ジ

ッ
ク
・
イ
ン
・
ジ
・
エ
ア
」
と
題
し
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
（
千
葉
県
浦
安
市
）

が
こ
の
夏
以
降
に
開
催
さ
れ
る
全
国
数
カ

所
の
花
火
大
会
で
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

１
８
時
４
０
分
ご
ろ
か
ら
約
１
５
分
間

、
総
計
約
１
５
０
０
機
の
ド
ロ
ー
ン
が
一

斉
に
夜
空
へ
飛
び
立
ち
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
美
女
と
野
獣
」

「
リ
ト
ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
シ
ー
ン
の
ほ
か
、
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
の
新
エ
リ
ア

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」
内
に

あ
る
「
フ
ロ
ー
ズ
ン
キ
ン
グ
ダ
ム
」
「
ラ

プ
ン
ツ
ェ
ル
の
森
」
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」
の
３
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
シ
ー
ン
を
披
露
し
た
。

■

大
館
市
長
は
全
国
最
年
少

９
月
１
日
投
票
が
行
わ
れ
た
大
館
市
の

市
長
選
挙
で
、
２
７
歳
の
石
田
健
佑
氏
が

初
当
選
し
た
。
全
国
市
長
会
に
よ
る
と
、

芦
屋
市
長
で
２
７
歳
の
高
島
崚
輔
氏
は
２

月
生
ま
れ
で
、
６
月
生
ま
れ
の
石
田
氏
が

全
国
の
現
職
市
長
で
最
年
少
と
な
る
。

当
日
有
権
者
数
は
５
万
８
千
人
、
投
票

率
は
５
９
％
だ
っ
た
。
市
は
急
速
な
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
。
４
月

１
日
現
在
の
人
口
は
約
６
万
６
人
で
、
１

０
年
前
と
比
べ
て
１
万
人
以
上
も
減
っ
た
。

６
５
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
４
０
％
を
超

え
る
。
２
０
５
０
年
に
は
人
口
が
４
万
人

を
割
る
推
計
も
あ
り
、
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。石

田
氏
は
東
京

か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

カ
ブ
ト
ム
シ
に
有

機
廃
棄
物
の
エ
サ

を
食
べ
さ
せ
て
飼

育
す
る
会
社
を
起
業
。
昨
春
の
市
議
選
に

立
候
補
し
、
４
千
票
以
上
を
得
て
ト
ッ
プ

当
選
し
た
。
市
長
選
で
は
若
手
の
経
営
者

ら
を
中
心
に
支
持
を
広
げ
た
。

選
挙
戦
で
重
点
を
置
い
た
の
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
対
策
で
、
仕
事
の
創

出
や
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
の
人
材
獲

得
な
ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

２
日
に
初
登
庁
し
た
石
田
氏
は
「
全
国

最
年
少
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
と
思

う
が
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
市
民
と
一
緒

に
地
域
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
く
。
ま
ず
は
若
い
人
た
ち
が

大
館
に
残
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
新
し

い
産
業
を
し
っ
か
り
生
み
出
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

■

竿
燈
ま
つ
り
は
８
月
３
日
か
ら
６

日
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。
竿
燈

全
体
を
稲
穂
に
、
吊
る
さ
れ
た
提
灯

を
米
俵
に
見
立
て
、
五
穀
豊
穣
を
祈

願
し
ま
す
。

こ
の
日
、
通
り
に
は
竹
の
竿
燈
を

か
ざ
し
、
静
止
さ
せ
る
妙
技
を
披
露

す
る
人
々
で
溢
れ
ま
す
。
竿
は
長
さ

が
１
２
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
は
５
０
キ

ロ
に
も
な
り

ま
す
。

先
端
に
付

け
ら
れ
た
紙

製
の
提
灯
の

一
つ
一
つ
に

は
、
な
ん
と

実
際
に
火
が

灯
さ
れ
て
い

ま
す
。

妙
技
に
参

加
す
る
の
は

名
人
ば
か
り
。
夜
に
な
る
と
竿
燈
大

通
り
を
行
列
が
練
り
歩
き
ま
す
。
こ

の
９
０
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
間
、

辺
り
は
２
５
０
も
の
竿
燈
の
光
に
包

ま
れ
ま
す
。

太
鼓
や
笛
の
音
色
が
響
き
渡
る
と

熱
気
は
急
上
昇
。
観
衆
か
ら
の
「
ど

っ
こ
い
し
ょ
！
」
を
合
図
に
、
演
技

者
が
竿
燈
を
か
ざ
し
ま
す
。

演
技
が

終
了
す
る
と
、
観
客
も
竿
燈
を
体
験

で
き
ま
す
。

今
年
も
豊
作
間
違
い
な
し
！

■

秋
田
竿
燈
ま
つ
り

「大曲の花火」で披露された
リトルマーメイドのワンシーン
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